
 

 
 

 

1．平成 21 年度への課題と提案 

'08 年度、3 年目を迎えた「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」も回を重ね、出席下さる方々の広がりに感謝し、新たに出される活発なご意見、問題点・課題を

話し合いながら、この思いをどのようにまとめていくか、また、「報告（提案）」の具体化・実行するのは誰なのかを考えつづけた 1 年でした。 

’06「報告（提言）」に取り組んだのは懇談会Ⅱの実行委員会でしたが、毎年、それを実行委員会が行うというのも限界がありました。実現できなかった提案をそのま

まにしないよう、これまでの残された課題を話し合い、それらをまとめ、’09 年度への提案と致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【懇談会に出席された方々の所属等】 

Ｅラウンジ“シニアサロン”    香川小学校区青少年育成推進協議会    子育て支援グループ きらきらぼし 

在宅介護よろず相談所 結    湘南福祉センター 下宿屋    湘北とものわ    自治会    スペアちがさき 

地域包括支援センターあかね    ボランティア香川    民生委員    

湘北地区社会福祉協議会（役員・ボランティアセンター・ホームページ運営委員会)  

茅ヶ崎市福祉総務課      茅ヶ崎市社会福祉協議会   

湘北地区の地域福祉を考える懇談会Ⅲ実行委員 

’０８「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅲの９つの提案 

①ボランティア入門講座の継続と講座内容の検討を。ボランティアのフォローアップ講座はできませんか。 

②自治会館などの有料使用について、福祉目的の特例枠などの設定願いはできませんか。 

③歩いていける小地域に、更に、サロンの増設を、中高生の「居場所づくり」はできませんか。 

④活動したい人に場の提供を、困ったときに助けて貰えるシステムづくり、 

地域の双方向、支えあい（支えたい・受けたい人）情報登録システムをつくりませんか。 

⑤団体・施設などの福祉情報紙を作りませんか。 

⑥地域の相談窓口をもっと増やせませんか。 

⑦町点検－バリアフリー点検、ウォークラリー等、福祉マップを活用して PR 活動はできませんか。 

⑧ボランティア送迎について、市社協と「ボランティア輸送の検討会」を持てませんか 

⑨湘北地区のネットワークづくりの検討、次年度、湘北地区の地域福祉づくり懇談会（仮）を。 

湘北地区社会福祉協議会への 

’０８ 「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅲの報告と提案 

2009 年 5 月  湘北地区の地域福祉を考える懇談会Ⅲ実行委員会 



2．これまでの’０６及び’０７「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」の提案と実施内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．’０８「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅲの報告と提案 

⑴はじめに 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎市域福祉計画が策定されたことを機に、’06 年度「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」を行い地区内の問題・課題などを話し合い、その報告と 7 つの提案をしました。 

’08 年度これを受け、６つの事業が地区社協で新規事業として取組まれました。これらの内、 ボランティア入門講座・湘北地区福祉マップの実施がこの実行委員会にゆだねら

れ、今まで知らなかった地区内のいろいろな施設や団体の状況・地区内でさまざまな福祉活動に関わるたくさんの人々に出会えることができ、たくさんの収穫を得ました。 

’０６「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」の 7 つの提案 

①小地域サロン活動の充実を  

②ボランティアセンター活動の充実推進－安否確認「電話サービス」 

③ネットワーク創り－ホームページの立上げ 

④湘北地区福祉マップ作り 

⑤湘北地区でボランティア入門講座を開きませんか 

⑥「湘北地区の地域福祉を考える懇談会Ⅱ」の開催 

⑦ボランティア輸送について市社協と「検討会」を持てませんか 

’０７湘北地区社協の活動  -新規事業から－ 

①ホームページの立上げ 

－準備会(4/24)、インターネット接続（6/8）、立上げ（10/31） 

②湘北地区ボランティア入門講座－11/10、11/17、11/24、12/8 の４回実施 

③湘北ほっとライン～「お元気ですかコール」－9/21 スタート 

④居場所づくり－小地域サロン活動の増設（２地域社協で各１ヶ所） 

⑤湘北地区福祉マップの作成－３月末、全戸配布 

⑥「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅱ－1/24 スタート

◎今回の「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅲの特徴は、 

   ①障がい者・施設、色々な人と住む、自分たちの地域、課題 
②誰もが互いを認め合える、あたたかい楽しい繋がりづくり 

   ③地域のセーフティネット（見守り・相談）、 
地域福祉情報を多くの人に伝えていくには 
④湘北地区のネットワークづくり 

’０7「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅱの 6 つの提案 

①ボランティア入門講座の継続を、フォローアップ講座、ボランティア活動交流も考えませんか。 

中高生のボランティア参加の取組みやボランティア講座はできませんか。 

②自治会館などの有料、福祉目的の特例枠、できませんか。 

③歩いていける小地域に、更に、サロンの増設を、中高生の「居場所づくり」はできませんか。 

④活動したい人に場の提供を、困ったときに助けて貰えるシステムづくり、地域の双方向、支えあい

（支えたい・受けたい人）情報登録システムをつくりませんか。 

⑤ホームページ・福祉マップの活用できないか。（町点検－バリアフリー点検等など） 

⑥湘北地区のネットワークづくりの検討、次年度、湘北地区の地域福祉を考える懇談会Ⅲを。 

’０８湘北地区社協の活動  -事業から－ 

①湘北地区ボランティア入門講座の実施（４回） 

②みずきに子育てサロン、準備を終わり、21年4月開始 

③「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅲ、スタート 

'09 年度「懇談会」は、6 回開かれ新しいメンバー、サロン・ミニデイ、障

がい者施設・グループ、介護保険事業所の方々が新たに加わり、毎回 20 名

近い方で会議室いっぱい、時間も忘れて、自分たちの思いや願いをなごや

かな中にも建設的に「障がい者や高齢者・子どもなど弱者が安心して暮ら

す町へ」新しい視点からの意見交換が行われました。 



⑵湘北地区のサロン・ミニデイ活動の成り立ち 

 

 

 

 

 

 

⑶湘北地区は住みよいところ、でも、こんな問題も 

新湘南国道の開通も目前に迫り交通量も増え、歩道もない抜け道として使われる地域全体へ及ぼす影響も予想されます。地域の危険が増大する中、朝夕の子ども

たちと結ぶ見守りやパトロール・声かけが自治会や地域の人々により続けられ、痴漢・引ったくり事件などが減り、暖かなコミュニケーションの広がりともなって

います。地域に向けたさまざまな活動は、環境の悪化を抱えながらも湘北地区をさらに｢住みよいあたたかなまち」にと思いを強くしました。 
 

⑷’０９年度、問題と課題 

 

 

                                                                   
 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湘北地区にはさまざまな団体の歴史ある活動があります。そこでは互いの存

在と活動を評価し刺激を受け、互いを認め合いながら活動しています。新しい

サロンの立ち上げへの参考に紹介しました。 

これらのサロンには、たくさんの人々が楽しく集い地域に根づき、年間で

4400 人の利用もあるサロンもあります。 

①必要に迫られ、止むにやまれぬ気持発意（2～数人）ではじめた。 

（ボランティア香川、湘北とものわ、子育てサロンきらきらぼし、水曜サロン等） 

②地域社協活動の一環として 

（香川おたのしみ会、甘沼ふれあいの会、甘沼サロン、ほほえみサロン、すこ 

やかサロン、“わをひろげよう”たんぽぽの会、松の実会、ほっとサロン、歌の街） 

③その他（立地条件から、Ｅラウンジ“シニアサロン”、とろっこ） 

問題点・課題など ― 話し合いの中から ― 

地域でできること 

― こんなことできませんか ― 

・市社協への要請、働きかけ 

・バザーの実施、・自治会・社協など補助金の利用 

・基金の利用（サティーなどの黄色のレシート）、 

・企業も含め、いろいろな助成金や基金の情報を取る 

①地域環境の問題-障がい者、高齢者にとってきつい地域 

湘北地区の危険個所 

・段差、歩道の勾配、石ころ、雑な舗装など、車椅子等障がい者には大変。 

・マルエツの納品販入口が入口になる。危険性など問題となっている。 

・マルエツの信号、大山街道も歩道なく危険 

・香川駅のスロープと障がい者トイレ 

・香川から変電所の養護学校の通学路（車往来激しいが道幅が狭い） 

・香川小学校の五叉路、車や高校生の通学で大変 

（香川小学校の五叉路については、香川小学校・湘北地区自治

会連合会・香川小学校区青少年育成推進協議会の連名で信号

設置の陳情中） 

②活動資金の問題 
・活動資金がたりない 

・参加者の保険料が大変（子育てサロン、子どもにボランティア保険適用しない） 

・ボランティア入門講座の実施と、講座内容の検討を 

・フォローアップ講座はできませんか 

・自治会ＯＢが手伝ってくれる－システム化（松風台）   

・色々なところにアンテナをはる、参加する 

③ボランティア不足  

・高齢化、若い働き手が来ない、何処に行っても、同じ顔ぶれ、同じ話の繰り返しで進

歩がない。会、活動の持ち方を工夫して、仕事を持つ人も参加できるように。 

・互いを知る機会づくり。やさしく言ってほしい。上からの物言いをしないでほしい。 

・知らないことがたくさんある、学びの機会を 

・どの障害かによっても要望が異なる



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④人と人との繋がりを作っていくイベント的なこと 

・楽しいこと、自分で楽しめること、何を望んでいるのか、これをやったら 

どうかでなく人それぞれの楽しみ方がある。 

・転居者や外に出ない人たちへの働きかけを。 

・参加者が少ない、参加者の入れ替えが早い。 

・ＰＲの問題、地域に情報が伝わらない。 

・転倒予防教室(香川公民館)が参加者多く、会場がいっぱい。 

 

   

・地域でいろいろなイベント的メニューを 

・福祉マップの効果的な活用を考えませんか。 

・マップを使って町探検、ウォークラリー 

・湘北が分からない、地域の福祉の動きを見てみたい、 

 ニーズを知りたい。 

・違う動線を知る、車椅子.乳母車.買い物カートでウォーク 

 ラリーも 

・みんなでバリアフリー点検、宣伝になるし目立つ、 

いろいろな人の住む地域ということの理解を。 

・障がい者も参加できるイベント 

・転倒予防教室を湘北地区の複数会場で開けませんか。 

・寄付だけでなく、商店も福祉の一員と考えてタイアップ 
イベントも 

・手作りの即売会はどうか 

・寄席をやってもらえないか 

⑥地域の福祉のシステムづくり 

・以前は、地域づくり市民会議があったが今は、自治会連合会が地域課題 

を集約し、市民集会でやっている。 

・福祉課題をまとめていくところは、今はない。 

・恒常的に繋がりの関係ができると良い。 

・問題解決型のネットワークづくり。 

・湘北地区のさまざまな活動の成り立ちから見て、トップダウンではない互いを 

認め合う緩やかな形が良いのではないか。存在を知って連携できる所とできる 

内容で。 

・湘北地区を一本化して命令権はないが報告交流する場があるとよい。 

・地区社協で団体加盟や賛助会員を募集している。 

・松浪地区社協のように、推進協・子ども会など団体を網羅した児童福祉・ 

障害福祉・高齢福祉の 3 つの部門を設けた地区社協の活動。 

・地区社協で提案実現へ向け具体化、働きかけをお願いします。 

・湘北地区のネットワークづくりについて、地区社協でも話しあえま

せんか。 

・次年度も、広く住民に呼びかけて、安全や地域課題を話し合う会

を開催しませんか。 

⑤地域の見守りネットワークづくり 

・警官を増やしただけではセーフティネットにならない。セーフティネットで必要 

なのは地域の,問題解決型のネットワークづくり。 

・障がい者が地域からの孤立、地域力でどうにかなったのではないか。 
・恒常的に繋がりの関係ができると良い, 向う 3 軒両隣の関係、商店を巻き込む。

・駅までの生活動線、ストアが息継ぎの場所、地域の見守りをゆるやかに。 

・バラバラな地域情報の入る窓口を作る、体制作りをする、共有する。 

・身近なところに相談場所、窓口をもっとたくさん作って下さい。 

・ちょっとした手助けを必要とする人、したい人の双方向の情報を

伝える手立てはできませんか。 

・現在ある地域情報を伝えるための手立て、情報紙はできません

か、資金的な補助はでませんか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湘 北 地 区 の 地 域 福 祉 を 考 え る 懇 談 会 Ⅲ    実 行 委 員 会 と 懇 談 会  

第 1 回 実行委員会 9 名 2008 年 6 月 8 日（日） 1、役割分担 2、今後の進め方 
  日程 9～2 月懇談会（5～6 回） 3 月まとめ  4 月 地区社協提出 

第 2 回 実行委員会 11 名 2008 年 7 月 5 日（土） 1、会の名称    2、この会の目的と確認事項   
3、今年の進め方 よびかけ先、第 1 回に向けて 

第 1 回 懇 談 会 22 名 2008 年 9 月 4 日（木） 1、平成 19 年度、懇談会Ⅱの報告提案について 
2、団体個人のなどの活動交流と懇談  3、今年度懇談会の進め方について

第 2 回 懇 談 会 19 名 2008 年 10 月 9 日（木）
1、団体個人のなどの活動交流と懇談  2、昨年度の提案の具体化に向けて

3、残された課題や新たな問題点について 

第 3 回 懇 談 会 18 名 2008 年 11 月 13 日（木）
1、団体個人のなどの活動交流と懇談 
2、残された地域課題、ネットワークづくりについて意見交換 

第 4 回 懇 談 会 18 名 2008 年 12 月 9 日（木）
1、これまでの懇談会経過、内容  2、団体個人のなどの活動交流と懇談 
（残された地域課題、問題点） 3、ネットワークづくりについて意見交換

第 5 回 懇 談 会 19 名 2009 年 1 月 22 日（木）
1、これまでの懇談会経過、内容  2、団体個人のなどの活動交流と懇談 
3、残された地域課題、ネットワークづくりについて意見交換 

第 3 回 拡 大 
実行委員会 12 名 2009 年 2 月 24 日（火）

1、これまでの懇談会経過、内容  2、今年度のまとめに向けて ①残され

た地域課題、問題点について ②湘北地区のネットワークづくりについて

第 6 回 懇 談 会 18 名 2009 年 3 月 26 日（木）
1、これまでの懇談会経過、内容   
2、今年度のまとめについて意見交換 

第 4 回 実行委員会 8 名 2009 年 4 月 23 日（木）
1、今年度のまとめについて 
2、今年度の会計報告 

 

お忙しい中、市福祉総務課松下さん、木村さん、市社協横山さん、ご指導お力添えいただき感謝申し上げます。 

「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅲに関わったみなさん、貴重なご意見提言をありがとうございました。 

このつづきでまた、お会いしましょう!! 


